
本校教育目標と経営方針（令和４年度） 

(1)自己教育力の育成 
◎ 「主体的・対話的で深い

学び」を目指した授業改善 
○ ＩＣＴを活用した授業の

日常化 
(2)基礎・基本の徹底 
◎ 生活ノートやタブレットを活

用した家庭学習の充実 
○ 学年担任制による学習

習慣の確立 

(3)思考力・判断力・表現力
の向上 

◎ プレゼン教育の推進 
○ 校内研修・OJT を通した

｢共に学び合う｣授業への
転換 

(４)特別支援教育の充実 
◎ 生徒一人一人の教育的

ニーズに最適化された学習
環境の実現

(1)人権教育の推進 
◎ 「ハンセン病問題」をもう一つ

の柱とした人権学習の充実 
(2)規範意識と支持的風土の

醸成  
◎黙想、あいさつ･返事、靴そろ

え、等の共通実践 
○ 「隠れたカリキュラム」の重視 

(３)道徳教育の充実  
○ ローテーション道徳の実施 
○ 「特別な教科道徳」の趣旨

を踏まえた授業実践 
(4)生徒指導の充実 
◎ いじめの積極的認知と不登

校生徒への教育保障 
○ ストレス対処教育及び教育

相談機能の充実 

(1) 基本的基本習慣の
確立 

◎朝起き、朝食摂取、
等の習慣化 

(2)健康・安全教育の充
実 

◎ メディア等を節度をも
って使用する生活習
慣の育成 

○ 危険予知能力と危
機回避能力の育成 

(３) 教育活動全体を通
じた体力向上 

◎ 部活動のあり方の見
直し 

○ スポーツテストの結果
の分析と対応 

(４)食育の推進  
○ 給食指導の充実 

(1)働き方改革（在校等時
間の縮減等）の推進 

◎ グループウェアや校務支
援ソフトの有効活用 

○ 休暇取得や定時退勤
をしやすい職場環境づくり 

(2)地域とともにある学校
づくり 

○ コミュニティースクールを中
心とした中学校区におけ
る連携･協働  

(３)体験・交流活動の充実 
◎ ボランティア（生徒会・
ＪＲＣ等）活動の充実 

(4)不祥事防止及び危機管
理の徹底 
(5)新型コロナウイルスへ

の適切な対応 

・関係法規（日本国憲法・教育基
本法・学校教育法等） 

・中学校学習指導要領 
・熊本県教育大綱（R3.3 改定）  
・第３期くまもと「夢への架け橋」教
育プラン（熊本の学び推進プラン） 

・人権教育取組の方向、特別支援
教育取組の方向、その他の県教
育庁各課取組の方向等     

・菊池教育事務所教取組の方向
及び重点努力事項 

・生徒は、全体的には落ち着いた学
習・生活態度である。 

・生徒の学力の定着に二極化の傾
向が見られる。 

・校区は旧合志町・旧西合志町の
両方が含まれ、新興住宅地域がほ
とんどを占めている。 

・学校は旧菊池医療刑務支所跡地
に建設され、菊池恵楓園に隣接し
ている。 

・小・中学校９学年の児童生徒が同
一校舎内で学んでいる。 

・笑顔と挨拶があふれる活気あ
る学校 

・安心安全で、一人一人が自
分らしさを発揮できる学校 

・花と緑に満ちた潤いと清潔感
のある学校 

・保護者と地域に信頼され、
地域とともにある学校 

※学校運営協議会（コミュニティ 
スクール）等にて意見を調整 

・しなやかな心を持ち、自他の存在と個性
を大切にし合える生徒 

・国際的視野を持ち、社会や他者との関
わりの中で学びを続ける生徒 

・未来を生きる自分の姿を描きつつ、学力
の基礎を固めていく生徒 

・自らの心身の適切なコントロールに努め、
夢の実現につながる望ましい生き方を求
め続ける生徒 

・人権感覚を持って教育に励み、生徒
一人一人を大切にし、生徒に憧れら
れる教師 

・組織の一員として使命感を持って研
鑽に努める教師 

・保護者、地域からの信頼に応えよう
と努める教師 

・家庭や家族を大切にし、自らの心身
の安定に努める教師 

 

未来を拓く心豊かな人材を 
共に育む 

 
『志合わせて夢実現プロジェクト』を

踏まえた小中一貫教育の推進 




